


寛 雅 和 楽

清
流
「
球
磨
川
」
の
心
休
ま
る
川
音
と
新
鮮
で
澄
ん
だ
空
気
。

創
業
者
が
掘
り
当
て
た
「
鮎
里
源
泉
」
の
優
し
い
湯
。

大
自
然
に
溶
け
込
め
る
「
天
空
の
湯
」
と
露
天
風
呂
。

「
絶
品
の
鮎
」
と
地
元
食
材
を
い
か
し
た
身
土
不
二
の
料
理
。

一
献
、ま
た
一
献
と
奥
深
い
世
界
が
楽
し
め
る
「
球
磨
焼
酎
」。

心
の
安
ら
ぎ
が
生
ま
れ
る
「
和
モ
ダ
ン
」
の
落
ち
着
い
た
造
り
。

自
然
の
鼓
動
を
感
じ
な
が
ら
迎
え
る
「
深
い
眠
り
」。

私
た
ち
は
創
業
以
来
、お
客
様
の
「
心
の
ぜ
い
た
く
」
と

「
極
上
の
癒
し
」
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
優
雅
な
寛
ぎ
と
、和
や
か
な
楽
し
み
を

︱
。

上
質
で
あ
り
な
が
ら
心
の
休
ま
る
空
間
、

時
間
、体
験
、サ
ー
ビ
ス
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

か ん が わ ら く 球
磨
・
人
吉
で
味
わ
う
心
の
ぜ
い
た
く
と
極
上
の
癒
し
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施
設

F
a

c
ilitie

s

清
流
球
磨
川
と
と
も
に
紡
い
で
き
た
館
の
歴
史
。

日
本
の
伝
統
と
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
が
融
合
し
た
和
モ
ダ
ン
の
造
り
は
、

シ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
洗
練
さ
れ
た
空
間
で
す
。

春
に
は
新
緑
が
芽
吹
き
、
夏
に
は
清
流
に
鮎
が
跳
ね
る
。

秋
に
は
紅
葉
が
盆
地
を
染
め
あ
げ
、
冬
に
は
幻
想
的
な
朝
霧
や
雪
化
粧
。

人
吉
の
大
自
然
の
雄
大
で
美
し
い
移
ろ
い
が
館
内
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

開放感あふれる白木に統一されたメインロビーからは球磨川を望める。
お食事を楽しむダイニングは個室も完備。
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１
階
ロ
ビ
ー
奥「
球
磨
焼
酎
ラ
ウ
ン
ジ
」で
は
、オ
ス
ス
メ
の
銘
柄
が
自
由
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

７
階
テ
ラ
ス
か
ら
は
人
吉
の
大
自
然
が
一
望
で
き
る
。
シ
ョ
ッ
プ
に
は
限
定
商
品
も
並
ぶ
。



客
室

R
o

o
m

s

客
室
か
ら
望
む
球
磨
川
と
南
九
州
山
脈
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
。

自
然
の
”鼓
動
“
を
間
近
に
味
わ
え
る
の
が
醍
醐
味
で
す
。

温
泉
露
天
風
呂
付
き
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
タ
イ
プ
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
＆
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
な
ど
、

お
客
様
の
目
的
に
あ
っ
た

お
部
屋
を
ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

H
IT

O
Y

O
S

H
I

A
Y

U
N

O
S

A
T

O

和
モ
ダ
ン
の
粋
を
集
約
し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。

客
室
に
は
芸
術
家
た
ち
の
ア
ー
ト
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
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人
吉
の
大
自
然
の
空
気
と
太
陽
の
光
が
降
り
注
ぐ
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
ス
イ
ー
ト
の
リ
ビ
ン
グ（
写
真
右
）。

イ
ス
タ
ー
カ
ー
テ
ン
を
全
開
に
す
る
と
、テ
ラ
ス
と
リ
ビ
ン
グ
が
一
体
に
な
る
。

客
室
は
露
天
風
呂
付
き
の「
ス
パ
ス
イ
ー
ト
」
を
は
じ
め「
和
モ
ダ
ン
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」の
４
タ
イ
プ
。



温
泉

H
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創
業
者
が
掘
り
当
て
た
「
鮎
里
源
泉
」
の
優
し
い
湯
。

泉
質
は
美
肌
効
果
の
あ
る
炭
酸
水
素
塩
泉
で
、

お
風
呂
あ
が
り
の
お
肌
は
し
っ
と
り
す
べ
す
べ
に
。

大
自
然
の
絶
景
に
溶
け
込
め
る
露
天
風
呂
は
、

疲
れ
た
心
と
体
を
芯
か
ら
癒
し
て
く
れ
ま
す
。



人吉城址と清流球磨川、そして四季折々の大自然が「大浴場」の借景を彩る。
館内入り口の「鮎里源泉」（写真下中央）と「足湯」（同下左）も人気スポット。
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料
理

C
u

is
in

e

旅
の
思
い
出
を
彩
り
、

心
に
残
る
「
食
」
の
記
憶
。

美
し
い
景
色
や
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
同
じ
よ
う
に
、

土
地
で
味
わ
っ
た
料
理
は
、

つ
よ
く
、
な
が
く
、
記
憶
に
残
り
ま
す
。

人
吉
・
球
磨
の
地
元
食
材
を

生
か
し
た
身
土
不
二
の
味
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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料
理
長
の
生
み
出
す
独
創
的
な
料
理
と
球
磨
焼
酎
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
も
好
評
で
す
。



眼
下
を
流
れ
る
球
磨
川
と
盆
地
が
も
た
ら
す
絶
景
。

近
く
に
は
国
宝
「
青
井
阿
蘇
神
社
」、
対
岸
に
は
12
世

紀
か
ら
7
0
0
年
間
こ
の
地
を
治
め
て
き
た
相
良
氏

の
歴
史
と
文
化
の
象
徴「
人
吉
城
址
」が
望
め
る

︱
。

こ
の
恵
ま
れ
た
場
所
に
惚
れ
込
ん
だ
初
代
・
有
村
春

吉
が
は
じ
め
た
小
さ
な
温
泉
宿
「
鮎
里
旅
館
」
が
私

た
ち
の
原
点
で
す
。

創
業
者
が
掘
り
当
て
た
「
鮎
里
源
泉
」
の
優
し
い
湯
。

大
自
然
と
一
体
に
な
れ
る「
天
空
の
湯
」と
露
天
風
呂
。

丸
々
と
育
っ
た
「
鮎
」
と
旬
の
地
元
食
材
を
い
か
し

た
料
理
。
一
献
、
ま
た
一
献
と
奥
深
い
世
界
へ
誘
わ

れ
る
「
球
磨
焼
酎
」。
心
の
安
ら
ぎ
が
生
ま
れ
る
「
和

モ
ダ
ン
」
の
落
ち
着
い
た
造
り
。
自
然
の
鼓
動
を
感

じ
な
が
ら
迎
え
る
「
深
い
眠
り
」。

私
た
ち
は
創
業
以
来
、
お
客
様
の
「
心
の
ぜ
い
た
く
」

と
「
極
上
の
癒
し
」
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
い
ち
ば
ん
豊
か
な
隠
れ
里
と
も
い
わ
れ
る
球

磨
人
吉
。
こ
の
地
に
は
相
良
7
0
0
年
の
時
代
か
ら

大
切
に
守
ら
れ
、
磨
き
を
か
け
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
「
宝
物
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
価
値
」

と
「
魅
力
」
に
、
ゆ
っ
た
り
、
た
っ
ぷ
り
、
思
う
存
分
、

触
れ
て
ほ
し
い
。
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こ
の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
人

ひ
と
り
が
「
人
吉
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
し
て
日
本

一
の
「
人
吉
づ
く
し
」
の
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。

す
べ
て
は
訪
れ
た
「
人
」
に
、
喜
び
と
満
足
と
幸
せ

の
「
吉
」
を
生
む
た
め
に
。
世
界
中
に
人
吉
フ
ァ
ン

を
つ
く
る
た
め
に
。
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30 Kokonoka- Machi,

Hitoyoshi City,

Kumamoto, Japan 868 - 0004

Phone 0966 22 2171

info@ayunosato. jp

www. ayunosato. jp




